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所属：人文文化学群、人文学類 
氏名：宮元雄史郎 
出身校：私立武蔵高等学校 （平成 25 年卒） 
 
【これまでの取り組み】 
 

AC 入試出願の自己推薦文には、主に「田沼意次」という江戸時代の為政者に関して、自

分が行ってきた研究について記載した。このレポートには、自分がなぜその研究を始め、

どのような経緯で進めたかを記す。 
 
Ⅰ きっかけ 

そもそものきっかけとなったのは、小学校の時の社会の授業であった。授業で学んだ田

沼意次という人物と、「賄賂政治家」といった世間に流布している田沼意次のマイナスのイ

メージとのギャップに違和感を覚え、そのような認識がなぜ生まれたのか疑問に思った。 
 
Ⅱ 中学校での小冊子発行  
 
① 発行の経緯 
自分が中学 2 年生の時、当時高校 1 年生の先輩と共同で、学園祭で何らかの小冊子を発

行する話が持ち上がった。テーマは決まっていなかったため、自分が田沼意次をテーマに

することを提案し冊子を制作した。冊子の概要は田沼意次という人物をテーマに、複数の

筆者が異なる観点から記事を執筆するというものであった。 
当時の自分には論文執筆のノウハウなどは無く（学術論文を読んだことも無かった）、資

料の収集方法や文体などを先輩に多く学びながら執筆した。 
 
② 成果と反省 
 この冊子発行という活動で、自分は論文執筆の基礎となるノウハウや、田沼意次に関す

る基礎的な知識を得ることができた。また稚拙ながらも具体的な研究活動を体験したこと

によって、さらなる研究への意欲も湧いた。 
 しかしながら当時の自分には研究を行うには知識や経験、研究対象に対する理解など多

くの物が不足しており、結果的に完成した物は学園祭来場者向けの解説といったレベルで

研究とはほど遠かった。それらの課題は後の研究活動に課題として残されることになった。 
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Ⅲ 高校での論文執筆 
 
① 研究再開の経緯  

中学の学園祭で冊子を発行したあとは、しばらく所属する物理部の活動に専念し、高校 1
年の時に部長を務めたこともあって、しばらく田沼意次の研究には手を付けていなかった。

部長を引退し、高校 2 年生となったことによって時間に余裕が生まれ、同時に大学受験が

近づいてきたこともあって、「自由なことができる時間はいましか無い」と考え、研究を再

開することとした。 
 具体的な活動としては、中学生の時には中途半端であった田沼意次に関する研究に一定

の成果を見るべく、本格的な論文の執筆を試みた。 
 
② 論文執筆の経緯  
 論文を執筆する上でのテーマは、小学校の時の疑問に基づいて「なぜ田沼意次の悪評は

根付いたのか？」というものにし、研究の準備を始めた。 
 まず田沼意次に関する書籍や論文にあたり、さらに田沼意次前後の為政者や、江戸時代

の経済、社会に関する文献も収集した。 
 論文収集は CiNii（論文検索サイト）を利用して論文を検索し、それを図書館へ赴いてコ

ピーし、手に入れた論文の参考文献から所謂「芋づる式」にさらに論文を辿る等の方法で

行った。 
 そうして入手した論文を通読した結果、田沼意次の評価の変遷を大まかに理解すること

が出来た。その知識を元に、論文のテーマを「田沼意次の再評価の変遷と問題点」に設定

し直し、本格的な執筆を開始した。執筆を開始したのは 2011 年 10 月頃、執筆を終えたの

は 2012 年 1 月頃であった。 
 
③ 成果と反省 
 このとき執筆した論文は自分が執筆した初めての論文であり、本格的な研究活動という

物を初めて体験する機会となった。論文収集の手法や論文の書き方などの具体的な技法の

基礎を身につけることが出来たし、実際に研究することで理解できたことも少なくなかっ

た（詳しくはⅣで後述）。 
 しかし、実際に初めて論文を執筆してみると、思うようには進まず、自分の力が足りて

いないことを痛感した。論文を執筆して実感した問題点を以下に記しておく。 
 
・オリジナルな論点の欠如 
本来、論文を執筆するからには、何からの学術的な成果なりがそこにあるわけであるが、

このときの論文は田沼意次について詳しく調査したことをまとめた報告書といった趣の物

になってしまい、論文としては個性に欠ける物であった。 

suzuki.masaru.ge
タイプライターテキスト

suzuki.masaru.ge
タイプライターテキスト
1-2



 このような結果となった原因の一つに、自分が二次資料（書籍や論文）のみを用い、一

次資料（古文書など）を参照しなかった（できなかった）ことが挙げられる。 
 
・知識不足  
 このときは田沼意次という人物に対する興味から論文に取り組み、資料も田沼意次個人

に関することから広げていくように収集していったため、本来は必要であった背景知識に

手が回らず、視点も一面的なものとなってしまった。そもそも田沼意次について研究する

ならば、江戸時代に関する広範な知識を会得する必要があったように思う。そうした上で

その知識を自分の中で整理した時、はじめて疑問点や興味深く思える点が見つかるのでは

ないだろうか。このときの自分にはまだ研究に臨むだけの知識は身についていなかったと

言わざるを得ない。 
 
Ⅳ 研究活動の意義  
 上記のようにレベルで見れば自分の行ってきた研究活動は未熟な物であったが、それで

も研究テーマの設定、資料の収集、論文の執筆といったことを実際に行って、研究活動を

行う上での基礎的な知識を身につけることができ、多くの反省点、改善点を見つける契機

ともなった。 
 また、この研究で自分は「田沼意次という人物の評価が後世で何度か変化し、それによ

って世間一般の認識までもが大きく変化してきた」という事実から、単一の言論を盲目的

に信じることの危険性を改めて実感し、多方面の意見を取り入れて客観的な視点を持つこ

との重要さをまさしく歴史から学ぶことができた。 
 大学に入ればいずれ研究活動は経験することになる。自分が高校時代に得た研究活動を

行う上での知識は、どのみち数年後には得ていた知識でもある。しかし、大学に入って本

格的な研究を始める前に一度研究活動を体験し、自分になにが足りていないのかを見つめ

る機会を持つことができたのは小さいことでは無かったと思う。そしてそれ以上に、自分

はこの研究を通して、今後学問を志して生きていく上での教訓と言えるような物を身につ

けることができた。それが自分の行ってきた活動の最大の成果、意義であると考えている。 
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【入学までの活動】 
 
 10 月に合格が決まってから入学までには半年近くの時間がある。この期間にできること、

そして入学までに行っておくべきことを考え、知識や見識を増やすための時間として充て

ることとした。具体的な活動は以下の通りである。 
 
① 論文読解とレジュメの作成 
上で挙げた知識不足を改善するためとして、新たに江戸時代に関する論文を読み、また

読んだ論文を要約し、疑問点や考察などを自由に記録しておくレジュメを作成することと

した。いままではただ論文を読み、読み終わったものは箱の中に入れて保管していたが、

論文とは別にレジュメを作成し保管することで、読んだときに考えたこと、疑問に思った

ことなどが後からでもわかりやすくなる。それだけでなく新しく読んだ論文の内容が以前

のレジュメに書いた疑問や考察とつながる場合もあり様々に有用である。論文を読むなら

レジュメを作ることを是非奨める。 
 
② 読書による知識の収集  
これは江戸時代に限らず様々な分野の古典や新書、小説等を読んでいる。単に知識の収

集だけで無く、これからの研究対象として自分が興味を持てる物を探すためでもある。い

ままでは江戸時代をテーマとした活動を継続してきたが、入学後はそれのみに拘泥せず、

異なる時代、異なる国の歴史学にも目を向けてみようと考えている。 
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所属 :理工学群・数学類
氏名 :
出身校 :東京大学教育学部附属中等教育学校（平成 25年卒）

【これまでの取り組み】

1 「無限に開ける立方体」に関する研究について

私は中学 3年の総合学習で吉本キューブ、無限に開ける立方体というものを知ってから、これらに関して考
えたり、吉本キューブの亜種を作ったりしていました。その後、私の通っていた中等教育学校で課される卒業
研究としてこれらの活動をまとめ、さらにそれに手を加えたものをAC入試時の資料として提出しました。
無限に開ける立方体は、江口雅彦氏によって考えられました [1, 184ページ]。 8つの立方体を辺と辺で環状
につなげた立体で、接続部分はちょうつがいのように動かせるようになっています。この接続部分を動かすこ
とにより、立体の形を変えることができるのですが、形を変えているうちに最初の形に戻るため、ずっとこの
操作を繰り返すことができます。この後に出てくる、図 6で示した立体の変形の様子は、無限に開ける立方体
の変形の様子と同じものです。
次に、吉本キューブですが、動画で見るのが一番だと思うので、検索して見ることをお勧めします。吉本キュー
ブとは、 1971年に吉本直貴氏によって作られた作品1で、 2つの立体が組み合わさってできた立体です。 2つ
が組み合わさった状態では、無限に開ける立方体と同じ形をしていて、動きも同じです。 2つの立体は単体だ
と互いに合同であり、無限に開ける立方体を削った形をしています。つまり、吉本キューブは無限に開ける立
方体を合同な 2つの立体に切り分けた立体であると言えます。 2つの立体はそれぞれ無限に開ける立方体と同
じように動かすことができ、それに伴って立方体になったり星形菱形十二面体になったりします（図 1–4参照）。

図 1: 立方体の状態の吉本
キューブ

図 2: 変形させた吉本
キューブ

図 3: 2つに分けた状態の
吉本キューブ

図 4: 2つの星形菱形
十二面体に分かれた吉本
キューブ

研究の動機となったのは、私が作っていた吉本キューブの亜種のうちの 1つが、吉本キューブと比べて「外
れにくく」なっていたことです。その立体の動きを図 5–7に示します。
吉本キューブと同様に、この立体も無限に開ける立方体を合同な 2つの立体に切り分けた立体です。図 6は 2
つの立体が組み合わさった状態での立体の動きを表したものです。図 5,7は、図 6のそれぞれの状態における 2
つの立体のいずれかのみを描いたものです。

2つの立体が合同になっていることは、次のようにして確かめることができます。まず図 5の左上と図 7の
右下を見比べると、視点は違いますが、同じ立体であることが分かります。さらに、そこからそれぞれ時計回
りに見比べていくと、 2つの立体がどの状態においても同じ形をしていて、動きも同じであることがわかりま
す。

1実際には 3つの作品からなる作品群 [2, 210–211ページ]ですが、ここではそのうち”Transformation of Two Stellated Dodecahe-
drons from a Cube”のみを指します。
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図 5: 作った立体の動き（単体A）

図 6: 作った立体の動き

図 7: 作った立体の動き（単体B）
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図 8: 外すことのできない状態が存在する

吉本キューブは、どの状態からでも図 1–3のように 2つの立体を
外すことができる一方、この立体には図 8に示した通り、外すこと
のできない状態が存在します。図 5–7において、外すことのでき
ない状態は赤の「長方形の枠」で、外すことのできる状態は青の
「角を丸めた枠」で囲って示してあります。
この外すことのできない状態がなぜ生じるのか不思議に思った
ため、研究の課題としました。その結果、主に次のことが分かり
ました。

• 分けた後の立体が無限に開ける立方体と同じように動かせな
くなってしまう切り分け方もあるが、それはどのような切り
分け方か

• 外すことのできない状態はなぜ生じるか
また、その結果を用いてより外れにくい吉本キューブの亜種を作りました。

2 その他

私は高校時代にいろいろな科目に興味があり、大学でそのうちのどれを学ぶか迷っていたため、様々なテー
マの講義に参加し、学部・学科を選ぶ際の参考にしました。例えば以下のようなものがあります。

• 早稲田大学 「出る杭」人材を育てる早稲田プログラム (数学分野)

• サマーサイエンスキャンプ「バーチャルリアリティを活用した 3次元可視化・触感の理科実験」

• 東京大学 高校生のための金曜特別講座

• 埼玉大学 科学者の芽育成プログラム

• 筑波大学や首都大学東京の体験授業

• ウィンターサイエンスキャンプ「数学と物理学で挑む素粒子と宇宙」
これらの講義で知ったもののうち、特に興味を持った事柄については、講義後に本を読むなどして取り組みま
した。
例えば、群・環・体といった抽象的な代数学については、『数学ガール』 [3]、『群論への招待』 [4]を読ん
で学びました。
また、アルゴリズムとデータ構造にも興味を持ったため、講義で学んだ内容をもとに、パソコン甲子園の問
題などを通して取り組みました。

【入学までの活動】

1 「無限に開ける立方体」に関する研究について

まず、研究について千葉大学の「第６回高校生理科研究発表会」で発表するために、研究内容をポスターに
まとめました。発表した結果、優秀賞をいただきました。
また、「積層造形技術デザインコンペティション 2012」にも作品を応募しました。研究の中で立体を作成す
る際、 3DCADソフトで作図したデータを 3Dプリンタで出力する方法を使用したことがありました。このコ
ンペティションに応募するために、その時のデータを次のように加工しました。
研究の過程では、 3Dプリンタで立体を作成する際、部品ごとに 3Dデータを作成し、出力してから接着剤
で組み立てていました。しかし、応募するためには出力した後、手を加えずに無限に開ける立方体のように動
かせる必要がありました。そのため、部品をデータの上で組み立て、さらに別途作成したちょうつがいを付け
加えて、可動モデルを完成させました。その結果、コンペティションで入賞することができました。
また、研究のまとめ直しも始めました。その際、以下のような変更をくわえました。
• いままで一緒になっていた、立体の分析とパズル作りを別にまとめる
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• 考えた課程をたどるようにまとめるのでなく、系統別にまとめる
また、吉本キューブの単体のような、「無限に開ける立方体を削った立体」に加え、「無限に開ける立方体
を直方体になるように伸ばした立体」も、考察の対象としました。これは、この立体も無限に開ける立方体の
動きと似た動き方をするためです。

2 その他

中等教育学校の数学の先生にいただいた二次曲線についての課題に取り組み、まとめました。例えば、以下
のような点の作図方法を考え、その軌跡が二次曲線であることの証明をしました。

• 定点F と定直線 lへの距離の比の値が一定である点P の軌跡

• 2円に接する円の中心の軌跡
その他にも、次のことも示しました。

• 紙の上に円を書き、点P をとる。円周上の点と点P が重なるように紙を折るとき、折り目は全てある二
次曲線の接線となる。

また、この接線の接点も求めました。
作図については、実際に定規とコンパスとペンで紙に作図するだけでなく、Cinderellaというソフトウェア
を用いて作図をし、その軌跡を描きました。

図 9: ”Do Nothing”

また、 “Do Nothing”という楕円を描くおもちゃ2をウェブサイトで知っ
たため、この玩具が楕円を描くことも証明をしました。このおもちゃの仕組
みを図 9に示します。 y軸上を自由に動く点P と、 x軸上を自由に動く点Q

の 2カ所で棒を固定します。棒の一端を点Rとすると、それぞれの点は棒
に固定されているため、 PQ,QRの長さはどちらも一定です。この時、点
P,Qがそれぞれ y軸と x軸上を動くのに伴い、点Rは楕円を描きます。
このことは、次のように示すことができます。PQ = s,QR = tとおき、

QRと x軸とがなす角を θとおくと、点Rの座標は、 x = (s + t) cos θ, y =
t sin θと表すことができます。さらに以下の式変形をすると、点Rが楕円を
描くことが分かります。

x

s + t
= cos θ,

y

t
= sin θ

x2

(s + t)2
= cos2 θ,

y2

t2
= sin2 θ

x2

(s + t)2
+

y2

t2
= cos2 θ + sin2 θ

=1

以上のほかにも、以前から興味のあったTopCoderに参加するためにC++の基礎を学ぶ、受験する以前に
参加していた金曜講座を受けるといった活動をしました。
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2”Trammel of Archimedes”という名前でも知られているようです。
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